
令和7年度 伊勢崎市市民意識調査結果【概要版】

市民意識の動向と現在の市民の多様なニーズを統計的に把握し、今後の市政運営の基礎資料とすることを目的として、
アンケートを実施しました。

① 回答者の属性

【性別】 【年齢】 【職業】 【通算居住年数】

【居住形態】【同居家族】

② 定住意向

③ 地区の住みやすさ

：市内に在住する満18歳以上の人から無作為に抽出した2,000人
：415人（回収率=20.8％）
：令和7年6月23日（月）～7月11日（金）

対 象
有効回答数
調 査 期 間

【前住地（直前に住んでいた場所）】

【伊勢崎市を住まいとして選んだ理由】

【今後の居住地について】

【希望する転居先】

【希望する転居先を選んだ理由（上位3項目）】

もし転居するとしたら

【居住地域】

【住みよさ】

【住みよいと思う点（上位5項目）】 【住みにくいと思う点（上位5項目）】

④ 現在と将来の伊勢崎市について

【伊勢崎市への愛着】

「伊勢崎市内」と「現
在の住まいがいい」を
合わせた『伊勢崎市内
（計）』は47.0％とな
り、「伊勢崎市以外
（群馬県内）」と「群
馬県以外」を合わせた
『伊勢崎市以外
（計）』34.0％を上
回った。

【「現在の伊勢崎市」と「将来なってほしい伊勢崎市」の比較】

【その他の住みやすいと思う点】
・東京へのアクセスが良い
・静かな居住環境
・特に困ったことがないので、住みやすいのだと思う

【その他の住みにくいと思う点】
・回覧板や清掃活動などの地域活動が負担
・治安に不安がある
・夏の暑さ
・外国人のごみ捨てなどのマナー
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分や家族の持家があるから

生まれ育った場所だから

親や子、親族、友人などがいるから

通勤・通学に便利だから

長年住んでいて愛着があるから

伊勢崎市内, 

28.7%

伊勢崎市以外

（群馬県内）, 

18.3%
群馬県以外, 

15.7%

現在の住まい

がいい, 18.3%

具体的には

わからない, 

18.1%

無回答, 

1.0%

男性, 43.4%

女性, 55.9%

無回答, 0.7%
18～29歳, 3.4%

30歳代, 9.9%

40歳代, 18.3%

50歳代, 29.2%

60歳代, 16.4%

70歳以上, 

21.9%

無回答, 1.0%

会社員・公務

員・団体職員, 

44.6%

自営業, 

7.0%

主婦・

主夫 , 

9.4%
学生, 0.7%

パートタイマー・

アルバイト, 18.8%

無職, 16.4%

その他, 1.4% 無回答, 1.7%
５年未満, 

4.3% ５年～９年, 

6.0%

１０年～１９年, 

12.8%

２０年以上, 75.9%

無回答, 

1.0%

持ち家（一戸建て・マンション）, 

83.6%

借家, 

13.5%

会社の寮や社宅, 

1.0%
その他, 1.0%

無回答, 1.0%

生まれてからずっと現在

の住まい, 11.1%

市内の別住所, 

45.5%

県内の他

市町村, 

25.5%

県外, 

15.9%

無回答, 

1.9%

伊勢崎地区, 

65.5%

赤堀地区, 

10.1%

東地区, 

9.2%

境地区, 

15.2%

住みよい, 

37.8%

どちらかといえば

住みよい, 41.2%

どちらともいえない, 

13.0%

どちらかと

いえば住み

にくい, 

4.1%

住みにくい, 

3.1%

無回答, 

0.7%

62.1%

54.8%

26.1%

25.0%

17.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

買い物などの利便性

車移動の利便性

通勤・通学先への距離

災害の被害の大きさや頻度

地域での人間関係

伊勢崎地区

61.9%

40.5%

38.1%

33.3%

21.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

車移動の利便性

通勤・通学先への距離

買い物などの利便性

自然環境

災害の被害の大きさや頻度

赤堀地区

57.7%

21.3%

15.4%

10.7%

10.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

バスなどの公共交通機関の利便性

魅力的な仕事の充実度

高齢者・障害者への対応の充実度

買い物などの利便性

医療体制の充実度

伊勢崎地区

61.9%

23.8%

23.8%

21.4%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

バスなどの公共交通機関の利便性

買い物などの利便性

魅力的な仕事の充実度

高齢者・障害者への対応の充実度

通勤・通学先への距離

公園・スポーツ施設の充実度

医療体制の充実度

赤堀地区

65.8%

31.6%

26.3%

15.8%

15.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

バスなどの公共交通機関の利便性

魅力的な仕事の充実度

医療体制の充実度

通勤・通学先への距離

買い物などの利便性

東地区

54.0%

23.8%

19.0%

17.5%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

バスなどの公共交通機関の利便性

買い物などの利便性

魅力的な仕事の充実度

高齢者・障害者への対応の充実度

医療体制の充実度

境地区

44.7%

42.1%

34.2%

28.9%

26.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

買い物などの利便性

車移動の利便性

災害の被害の大きさや頻度

地域での人間関係

通勤・通学先への距離

東地区

50.8%

38.1%

34.9%

30.2%

27.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

車移動の利便性

自然環境

買い物などの利便性

災害の被害の大きさや頻度

地域での人間関係

境地区

愛着を感じている, 

36.4%

やや愛着を感じている, 

37.8%

どちらともいえない, 

18.1%

あまり愛着を感じて

いない, 4.6%

愛着を感じて

いない, 2.4%

無回答, 

0.7%
20.2%

25.5%

18.8%

38.1%

22.7%

7.5%

12.8%

53.3%

53.5%

44.6%

38.3%

54.0%

26.5%

35.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

【子育て・教育】未来の担い手が育ち、全ての人が成長し続け

られるまち

【健康・福祉】誰もが健康で互いに支え合いながら生き生きと

暮らせるまち

【産業・観光・文化】経済の好循環が生まれ、活気にあふれ人

が集えるまち

【まちづくり】住環境と自然環境が調和した、心地良い空間で

暮らせるまち

【安心安全】１人ひとりが日頃から安全を意識し、安心して暮

らせるまち

【環境】あらゆる活動で環境に配慮し、１人ひとりが脱炭素社

会や循環型社会の実現に向けて行動できるまち

【共生・共創・行財政】互いに認め合い、共に創る、未来に向

かって持続発展できるまち

現在の伊勢崎市 将来なってほしい伊勢崎市

◆伊勢崎市内
１．自分や家族の持家があるから
２．長年住んでいて愛着があるから
３．生まれ育った場所だから

◆伊勢崎市以外
１．買い物、医療などの生活環境が整っているから
２．自然が身近にあるから
３．余暇や休日を楽しく過ごせる場所があるから

＜ギャップの大きかったもの（上位３つ）＞
１．【子育て・教育】未来の担い手が育ち、全ての人が成長し続けられるまち（33.0％）
２．【安心安全】１人ひとりが日頃から安全を意識し、安心して暮らせるまち（31.3%）
３．【健康・福祉】誰もが健康で互いに支え合いながら生き生きと暮らせるまち（28.0%）



【今後力を入れてほしい取組】【市の取組に対する満足度（割合）】

⑤ 市の取組について

第3次伊勢崎市総合計画の前期アクションプランにおける重点プロジェクトの5つのプロジェクト及びＳＤＧｓの推進
（環境）の全6つの項目について、項目ごとに市民の満足度や今後力を入れてほしい取組を調査した。

少子高齢化対策

産業の活性化

共生社会の実現

暮らしの
安心実現

ＤＸの推進

ＳＤＧｓの推進
（環境）

2.2%

3.1%

3.4%

13.7%

23.4%

20.2%

65.5%

55.9%

56.1%

6.7%

8.4%

10.8%

6.0%

4.8%

5.3%

5.8%

4.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

脱炭素社会の推進

循環型社会の推進

自然環境の保全

3.1%

2.9%

2.7%

18.3%

13.7%

12.0%

64.1%

65.3%

70.4%

6.7%

7.5%

5.5%

4.3%

7.0%

5.5%

3.4%

3.6%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

多文化理解の促進とグローバル人材の育成

外国人への支援体制の構築

多様な人材が活躍できる環境づくり

3.9%

2.7%

1.2%

25.5%

25.1%

14.2%

52.3%

42.9%

46.5%

9.2%

17.6%

23.9%

4.6%

8.0%

11.1%

4.6%

3.9%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

防災力の向上

都市環境・交通網・インフラの整備

防犯体制の強化・交通安全対策の推進

2.4%

1.7%

1.2%

13.3%

13.5%

10.8%

65.1%

62.4%

68.4%

9.2%

11.6%

8.7%

5.1%

6.0%

5.8%

5.1%

4.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

産業の競争力強化

労働環境の向上と雇用確保の支援

関係人口の創出と地方居住の推進

3.6%

1.9%

3.1%

23.1%

14.0%

12.5%

53.0%

65.3%

58.3%

9.2%

7.7%

13.0%

5.3%

5.1%

7.2%

5.8%

6.0%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

デジタル基盤の整備

デジタル人材の育成・確保

誰一人取り残さないための取組

3.4%

1.4%

4.1%

22.9%

16.1%

26.0%

49.9%

63.6%

42.4%

12.3%

10.1%

16.9%

8.2%

5.3%

8.0%

3.4%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚・出産・子育てに希望が持てる社会の実現

地域の未来を担う人材育成

全ての市民が元気に活躍できる環境づくり

48.4%

47.7%

47.5%

47.0%

46.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

交通安全、防災、不審者への対策等の安全教育の充実

高齢者等の交通弱者に対する公共交通を利用した移動の支援

結婚、出産、子育てまでの切れ目のない支援（相談体制の充実や経済的支援等）

不登校、いじめ、ヤングケアラー等の未然防止、早期発見に向けた支援の充実

子育て環境の整備（保育所等や放課後児童クラブ等）

48.2%

41.9%

41.7%

36.9%

35.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

労働者の雇用環境の向上と再教育やスキルアップの支援

企業誘致の促進

魅力ある観光地づくりの推進

遊休農地の解消

市内企業の認知度の向上による雇用の確保

54.7%

53.7%

51.3%

50.8%

50.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

道路の危険箇所の解消

災害時の効果的で迅速な情報発信

管理不全な空き家の発生予防や適切な維持管理及び活用

警察、防犯協会など関係機関と連携した犯罪の防止

災害に強く住みよい環境の整備

65.3%

53.5%

42.2%

40.5%

40.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

外国人住民へのごみなどの生活ルールの周知徹底

児童・生徒への英語コミュニケーション能力の育成

特別な配慮を必要とする子どもへの支援（発達支援や日本語教育等）

障害の特性や障害者に対する正しい理解の促進

外国人が生活に必要な言語、文化、習慣を学ぶ機会の充実

59.8%

47.0%

37.1%

36.4%

34.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

市役所へ行かなくてもオンラインで申請や届出、相談ができる環境の整備

デジタル技術を活用した子どもや高齢者等の見守り強化

マイナンバーカードを活用した行政サービスの増加

SNS等を活用した、誰でも分かりやすい情報発信の充実

タブレットなどのデジタル機器を活用した学校教育の充実

47.0%

46.7%

44.8%

43.9%

43.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

リサイクルの推進

分別収集方法の周知などの意識啓発

河川の水質浄化や適正な水循環による水生生物の復元

ごみの減量化

市民への省エネルギー機器・設備の導入支援

【凡例】 ■満足 ■どちらかといえば満足 ■どちらともいえない

■どちらかといえば不満 ■不満 ■無回答


